
JR 九州の日田彦山線は、筑豊地域や大分県日田市といった主要区間を
連絡する基幹的な鉄道路線であり、通勤・通学の交通手段として利用され
るとともに、地域のシンボルとしても親しまれていました。しかし、平成
29 年７月九州北部豪雨（以下「九州北部豪雨」という）により、添田駅
以南で甚大な被害を受け、現在は添田駅から夜明駅の区間において不通と
なっています。九州北部豪雨以降、復旧に関する協議は県や JR、関係自
治体により行われてきましたが、2020年（令和２年）７月に開催された「第
６回日田彦山線復旧会議」において、関係自治体（福岡県・大分県・東峰村・
添田町・日田市）と JR 九州の間で、彦山駅から宝珠山駅間を専用道とす
るBRT（バス高速輸送システム）で復旧することが合意されました。
BRT という新しい交通システムの導入を機に、沿線地域の持続的な発展
を目指していくため、福岡県と東峰村、添田町が連携して「福岡県日田彦
山線沿線地域振興計画」を策定し、地域の人口確保や域外から人（観光客、
移住者）を呼び込むための魅力ある地域づくり、地域が潤う産業振興施策
等を進めています。
本基本構想は BRT の運行を一つの契機として村民、事業者、行政など
が連携して村づくりを進めるため、東峰村内に位置する BRT 駅周辺に必
要な機能や役割を整理し、駅周辺の将来ビジョンを共有するとともに、将
来的な整備の方向性を整理するものです。

本基本構想は「福岡県日田彦山線沿線地域振興計画」及び「第２次東峰
村総合計画後期基本計画」を上位計画とし、村の持つ各種関連計画との整
合をとりながら進めていきます。

本基本構想は、住民ワークショップや東峰学園の児童生徒を対象とした
子どもアンケート、イベント等による来訪者アンケートなどを行い、それ
らをもとに駅周辺及び沿線の整備について「東峰村日田彦山線沿線地域振
興協議会」の協議を経て策定されました。

「福岡県日田彦山線沿線地域振興計画（2021年２月）」
「第２次東峰村総合計画後期基本計画（2020年 3月）」

東峰村BRT駅周辺
整備計画基本構想

・東峰村BRT駅周辺整備基本計画
・東峰村BRT駅周辺整備基本設計

等
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「東峰村復興計画（2018 年 3月）」
「第２期東峰村まち・ひと・しごと
 　　　総合戦略（2020 年 3月）」
「東峰村BRT沿線景観整備計画
                  　（2022年 3月）」
「東峰村観光アクションプラン
　　　　　　　（2022年 3月）」
「東峰村地域公共交通計画
　　　　　　（2023年 3月）」等

村民WS（全３回） 各種アンケート調査 現地調査・資料整理

現状と課題、利用意向、必要施設等について検討現状と課題、利用意向、必要施設等について検討

東峰村日田彦山線沿線地域振興協議会
方針の検討、基本構想の策定

パブリックコメントの実施

基本構想の策定



本基本構想の対象範囲は村内の BRT 駅及び日田彦山線 BRT の沿線とし
ます。

【第１回：2022年（令和４年）９月９日（金）19：00 ～】
開催場所：東峰村役場宝珠山庁舎　第３会議室
内　　容：①委員紹介   ②会長・副会長の選出
  ③BRT駅周辺整備計画基本構想の策定について
  ④スケジュールについて ⑤住民ワークショップの開催について

【第２回：2022年（令和４年）11月24日（木）19：00 ～】
開催場所：東峰村役場宝珠山庁舎　第３会議室
内　　容：①第１回協議会のご意見ご質問と対応方針
  ②令和３年度以降の事業実施状況報告
  ③BRT駅周辺整備計画基本構想について
  ④今後のスケジュールについて

【第３回：2023年（令和５年）１月17日（火）19：00 ～】
開催場所：東峰村役場宝珠山庁舎　第３会議室
内　　容：①第２回協議会のご意見ご質問と対応方針
  ②BRT開業に向けた事業の進捗報告
  ③BRT駅周辺整備計画基本構想について
  ④今後のスケジュールについて

【第４回：2023年（令和５年）３月17日（金）19：00 ～】
開催場所：東峰村役場宝珠山庁舎　第３会議室
内　　容：①第３回協議会のご意見ご質問と対応方針
  ②パブリックコメントの結果について
  ③BRT駅周辺整備計画基本構想について
  ④来年度以降のスケジュールについて

【第１回（現地視察）：2022年（令和4年）9月27日（火）15：00 ～】
開催場所：筑前岩屋駅、大行司駅、宝珠山駅
内　　容：現地視察、JR九州担当者より工事概要の説明



村外からの観光需要や子どもたちの意見を反映させるため、アンケート調査を実施しました。

期　間：２０２２年（令和４年）１０月２８日～１１月１３日
　　　　　（JR九州ウォーキングのアンケートは１０月３０日（日）のみ実施）
回収数：376件

ＪＲ九州ウォーキング参加者と東峰村応援団に対してアンケート調査を
実施しました。東峰村の魅力については豊かな自然や水、陶器が上位と
なりました。またＢＲＴの利用意向では８割を超える回答者が開通したら
乗ってみたいと思うと回答しており、関心の高さが伺えます。さらに観光
の視点から駅に必要な施設としては駅から移動するための交通手段や、
トイレや駐車場などの施設の回答が多くなっています。

子どもたちの意見を取り入れるため、東峰学園の児童生徒を対象にア
ンケート調査を実施しました。利用意向については、１～３年生には BRT
が開通したら乗ってみたいか、４年生以上にはどのようなときに BRT に
乗ると思うかを質問しました。どちらも乗ってみたいと思うという回答が
多数であり、関心の高さが伺えます。また、子どもの目線からみた東峰
村の自慢できるものについては、自然や水、焼物など、ＪＲ九州ウォーキ
ング参加者・東峰村応援団のアンケートと近い結果となりました。また、
東峰村のいいところ、困っているところ、あったらいいと思うものを自由
記述形式で回答してもらい、多くのご意見をいただきました。

期　間：２０２２年（令和４年）１０月２０日～１０月２８日
回収数：１１２件
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■東峰村のいいところ
・東峰学園　・夏祭り　・教育がいい
・焼き物の模様がいい　・めがね橋がある　など

■困っているところ
・お店がない　　・工事用トラックが多い
・道に草や木があって怖い　　　　　　　　など

■東峰村にあったら良いなと思うもの
・遊具のある公園、大きな公園
・店舗（スーパー、コンビニ、レストランなど）
・病院、薬局　　・銀行
・図書館　　　 ・娯楽施設　　　　　　　など



筑前岩屋駅と棚田親水公園の周辺は３駅の中で一番観光資源に恵まれています。しかし、駅を中心とした周辺の観光拠点に対する案内や移動手段が不
十分であり、その魅力を十分に生かすことができていないのが現状です。また、美しい景観を演出するサクラやツツジは定期的な管理が必要であり、そ
れらが地域の負担になることが懸念されます。さらに、「竹地区棚田景観保全委員会」や「宝珠山ほたるを育てる会」など複数の団体があり、ヤマメ養殖・
ワサビ栽培が行われるなど地域の活動が盛んであるため、それらをさらに活かすための取り組みや整備が求められています。





筑前岩屋駅は岩屋神社や岩屋キャンプ場、岩屋湧水、棚田親水公園、竹棚田、登山口など駅周辺に観光に資する資源が多くあります。そのため、駅を拠点
として東峰村の豊かな自然や水、歴史を楽しむことのできる周辺観光地への散策や、めがね橋等の写真スポットへのアクセスなどが可能となる整備を目指し
ます。さらに「棚田まもり隊」やツツジの地元管理などの活動も活発であることから、地域との連携も併せて取り組みます。





大行司駅は３駅の中で最も村の中心部に近い駅です。九州北部豪雨以前は飲食店があったこともあり、地域の人の集まる賑わい拠点としての役割も果
たしていましたが、現在は再整備された駅舎も活用されないままとなっています。また、トイレの整備がされていないこと、ホーム（乗り場）への高低
差が大きく高齢者や体の不自由な方にとっては不便であることも公共交通としては大きな課題であるため、早急な対応が必要です。一方で、高低差があ
るという事は、眺望や景観の面では魅力であり、それを活かすための取り組みも検討する必要があります。
さらに、観光等での来訪者に向けては、周辺の旧宝珠山小学校グラウンドや既存商店街との連携を図るため、案内板等の設置を行う必要があります。



大行司駅は東峰村の中心地に最も近い駅で、周辺には商店や住宅があり、日常的に BRT を使う上での利便性が高い駅となっています。また駅舎とホーム
の高低差があることが課題となる一方で、眺望景観や健康づくりなどそれが魅力につながる部分もあります。そのため、地域の人の日常使いを中心に、東峰
村の交通拠点としての利便向上を目指していきます。



宝珠山駅には以前は遊具が設置されていましたが、現在は工事に伴い撤去されており、既存のゲートボール場も現在では利用者が少なくなっています。
さらに木工塾の南側は竹林や雑草により活用が難しい状況になっていることから、駅を整備する上では、利用者のニーズを把握したうえで、一体的な整
備と利活用の検討が求められています。
宝珠山駅は３駅の中で最も敷地が広く、さらに宝珠山グラウンドとも近接していることから、周辺整備により、さらなる活用が期待されます。県境の
駅としての PR、BRT専用道への入口としての表情づくりなどと合わせて検討を行う必要があります。



宝珠山駅は広い敷地や近接する宝珠山グラウンドとの連携により賑わい拠点としての可能性を持っています。また、BRT 専用道への出入口であるというこ
とや県境の駅であるということ、桜並木や大行司駅へと向かう中での美しい農の景観など、周辺ではなく BRT と駅そのもので楽しむことができる要素が多
くあります。そのため、美しい景観を維持しつつ、子どもから大人まで誰もが楽しむことのできる駅を目指します。



基本構想の実現には、村民、事業者、行政等の連携と協働により取り組
むことが重要です。村においては関連計画との調整、村民が活動に協力し
やすい環境づくり等に努めるとともに、
村内の事業者や関係機関、協力機関等と
の連携を図りながら計画を推進していき
ます。また、本基本構想に基づく整備は、
日田彦山線 BRT 開業後も継続して実施
していくものであることから、適切な情
報公開に努め、必要な協力体制の構築を
図ります。

本基本構想に基づく整備スケジュールは以下の通りです。ただし他の計
画との連携等により変更になる可能性があります。

お問い合わせ先 東峰村役場　ふるさと推進課　TEL:0946-72-2312、FAX:0946-28-7723

来年度からは具体的な整備についての検討に入っていきます。検討の内容につきましては広報等を通じて皆さんにお知らせ
していく予定です。今後も何かとご協力をいただく場面が多くあると思いますが、ご支援のほどよろしくお願いいたします。

2022 年（令和４年）
９月 27 日（火）19：00 ～
東峰村保健福祉センター
いずみ館多目的ホール

１．BRT 駅周辺整備基本構想とは
２．ワーク「駅周辺の魅力と課題を考えよう」
３．発表

2022 年（令和４年）
11 月 29 日（火）19：00 ～
東峰村保健福祉センター
いずみ館多目的ホール

１．情報提供（アンケート調査報告、事例紹介）
２．ワーク①あったらいいなこんなもの
　　 　  ②整備の優先度をつけてみよう
　　 　  ③駅ごとの整備コンセプトを考えよう
３．発表

2023 年（令和５年）
２月７日（火）19：00 ～
東峰村保健福祉センター
いずみ館多目的ホール

１．整備基本構想（案）について
２．ワーク「基本構想を確認しよう」
３．発表
４．今後のスケジュール
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